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１．はじめに 

 三河港は，自動車貿易の港としてめざましく発展している．しかしながら，近年建設さ

れた神野西地区８号岸壁は，気象，海象条件により，冬期における離着岸の制約，係船時

の船舶の動揺などの面から，利用条件の改善が期待されている．８号岸壁への大型自動車

専用船の離着岸は安全に操船できる限度を風速８m/s（冬期は４０％程度の発生確率）とし

て，それ以上の風速の場合には離着岸を禁止している．しかし，風と波の船舶への影響に

ついては，十分に検討されているとは言えない．本研究では，冬期の波浪観測データをも

とに港内外での風浪の特性について考察した． 

 
２．観測データ 

波浪の観測は，平成１７年１２月下旬

から平成１８年２月下旬まで実施した．

波高計データは，防波堤の外（図中の

観測点１）及び，８号岸壁前面（観測

点２）の２箇所に設置し，２ヶ月間の

連続観測を実施した．観測点１の波高

計は超音波式，観測点２の波高計は水

圧式である．水圧式波高計のデータに

ついては，精度に問題がある周期３秒

以下の波については除去した．風速

データは，観測点２で，２ヶ月間の

連続観測を実施した． 

 

３．港外波浪と風の関係 

 防波堤の南端，北端で回折する波，防波堤内で発生する波の３通りで条件が多かった西

北西の波について考察した． 

 図２，図３は，西北西および北北西の風向きについて風速と波高・周期の関係をプロッ

トしたものである．図２より，風が波高に大きく影響しているのがわかる．風速と波高は

非線形な関係が見られ，また吹送距離の大きな西北西の風向きの方が波高がやや大きくな

っていることが確認できる．周期についても，風速の小さな場合を除けば，波高と同様の

図 1 波向きと観測点位置 
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ことがいえる． 

 図４は，西北西の風向きにつ

て沖合観測波高とSMB推算波高を

比較したグラフである．高波浪時

に推算値が小さくなる傾向を示

している． 

図５は，岸壁観測波高（反射を考

慮して観測波高を０.５倍してい

る)，港外波に南北の防波堤端部

からの回折係数を乗じた波高，お

よび防波堤内で発生すると考え

られる推算波高を比較したグラ

フである．これより，回折波だけ

では岸壁前面波高を説明するこ

とができず，防波堤内で発生する

風波を考慮する必要があること

がわかる．ただし，実測値は周期

３ｓ以下の成分を除いているた

め，予測値よりは小さな値を示し

ている． 

 
５．まとめ 

港外波浪の大きさは波向きの影

響を受けて変化する．これは，基

本的にSMB法を修正することによ

り実用的には予測可能であるこ

とがわかった．また，８号岸壁前

面においては，港外波浪の回折波

よりも防波堤内で発生する波が

大きく影響していると考えられる．ただし，船舶は波周期の影響を強く受けるため，吹送

距離が長くなる西よりの波については，回折波を考慮することが必要になると思われる． 
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図２ 風速と波高の比較 

図３ 風速と周期の比較 

図４ 観測波高と推算波高の比較 

図５： 岸壁波高と推算波高の比較 
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